



1. 開催趣旨

スイスのＩＭＤというビジネススクールでは、国別の国際競争力ランキングを毎年発表しています。今年の発表では、日本は４９カ国中３０位という結果でした。１９９３年まではダントツの１位でしたが、日本の競争力は年々大きく下がり、昨年の２６位からさらに順位を下げています。順位急落の一因は、３１４ある評価項目のうち、「経済ニーズに合う大学教育」という項目と「起業家精神の広がり」という二つの項目と考えられています。両方とも最下位の４９位でした。

２１世紀は地方の時代と言われてきました。地方分権が進み、地域は地域の主体性が問われる時代です。ベンチャー／ＳＯＨＯなど、２１世紀の新しい産業形態・就労形態の定着と発展の支援や、実際にＳＯＨＯやベンチャーを目指す個人の第一歩である創業準備期を支援する事が、地域経済の活性化には必要であると考えます。時代を先取りする豊かな感性、柔軟な発想力、独創性に富む人材を掘り起こし、起業活動の普及啓蒙を図ることによって、いわきの地域活性化に結びつけていきたいと考えております。
2. 開催要項

(1) 開催部門
· ビジネスプラン部門

実際にビジネスを立ち上げたいと考えている方が対象となります。売上や資金、組織の計画等を含めた具体的ないわき市での起業計画を募集します。新規性や独自性の高いノウハウや技術を元に、情報・環境・福祉などさまざまな分野におけるビジネスプランで、いわき市において着手予定もしくは事業着手後概ね１年以内である個人または法人が対象となります。
· ビジネスアイディア部門

まだ具体的な事業化計画はないが、ビジネスのアイディアをお持ちの方が対象となります。いわき市を元気にするような柔軟な発想から生まれたユニークなビジネスのアイディアを募集します。情報・環境・福祉などさまざまな分野におけるビジネスアイディアを持っている個人を対象とします。法人はこの部門には応募する事はできません。応募される方が実際に事業化する意志があるかどうかは問いません。

(2) 応募資格
· いわき市在住の方

· いわき市で仕事をしたいと考えている方

(3) 審査要項
· 審査委員会

· 名誉審査委員長　孫　　泰蔵（インディゴ株式会社　代表取締役会長）
· 審査委員長
樽井　保夫（ＦＤＫ株式会社　執行役員）
· 審査副委員長
伊藤　実　（日刊工業新聞　福島支局長）

· 審査委員

高山　文雄（いわき明星大学　理工学部教授）
大隈　信行（福島高専　物質工学科教授）

大川　信行（東日本国際大学　経済学部教授）
安斎　実　（ハイテクプラザいわき技術支援センター長）
小松　道男（技術士）

荒川　新平（ひまわり信用金庫理事長）
· 審査方法

· 一次審査（書類審査）：応募書類による審査

· 二次審査（プレゼンテーション審査）：２０分程度の発表を審査

ビジネスプラン部門審査：一次審査＋二次審査

ビジネスアイディア部門：一次審査のみ

(4) 表彰

· ビジネスプラン部門

· 最優秀賞（１件）
：賞状および副賞５０万円、インキュベートチケット
· 優秀賞（２件）
：賞状および副賞１０万円、インキュベートチケット
· サンシャイン賞（１件）：賞状およびパソコン一式、インキュベートチケット

· ビジネスアイディア部門

· 優秀賞（３件）
：賞状および図書券３万円
(5) スケジュール

· ２００２年　７月１９日
実行委員会開催
· ２００２年　７月２２日
プレスリリース

· ２００２年　８月２０日
説明会開催（公募開始）

· ２００２年　９月上旬日
ビジネスプランの書き方セミナー開催

· ２００２年１０月１０日
公募締め切り

· ２００２年１０月２１日
一次審査結果発表
· ２００２年１１月３０日
二次審査・表彰式（記念講演開催）
(6) 応募方法

· 規定の応募用紙に必要事項を記載の上で実行委員会事務局へ郵送

(7) 注意事項

· 応募内容の秘密は厳守します（ただし特別なノウハウや機密事項については特許などの法的保護を行うなど応募者の自己責任にて対応して下さい）
· 受賞プランは公表する予定です（応募者の同意の元で概要のみ）

· 審査結果への問い合わせには対応不可

· 応募書類は返却しません

· 同一の内容で両方の部門に応募する事はできませんが内容が異なれば一人で複数応募も可能です

3. ビジネスプラン実現化支援について
　このコンテストでは、単なるコンテストというイベントで終わらせずに、優秀なプランを持ち、プラン実現の熱意を持つ方には、プランの実実現に向けた具体的な支援を計画しております。コンテストをきっかけに、実際の事業化までフォローすることにより、より現実的な地域振興に結びつけていきたいと考えております。

(1) 支援対象

· ビジネスプラン部門受賞者

(2) 支援内容

· 専門家による指導（概ね５回程度を予定）

· 事業計画のブラッシュアップ

· 事業具体化に関するコンサルティング

· 公的資金調達指導
(3) 支援方法

· インキュベートチケット

専門家による指導を受ける事のできる「インキュベートチケット」を受賞者へ配布します。このチケットを利用し、各受賞者の必要に応じて専門家の指導を受けて頂きます。

4. いわきビジネスプランコンテスト２００２実行委員会

· いわき商工会議所

· 福島県産業振興センター

· 福島県商工会連合会

· 福島県中小企業団体中央会

· いわき明星大学
· 国立福島工業高等専門学校

· 東日本国際大学
· いわきリエゾンオフィス（事務局）
5. 後援
· いわき市

· 富士通株式会社

6. 実行委員会事務局
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